
   

３
月
７
日(

木)
 

大
阪
平
和
委
員
会

な
ど
４
団
体
は
、
午
後
１
時
か
ら
３０

分
間
に
わ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
領
事
館

前
で
４０
人
の
参
加
で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
行
い
、
５
人
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ

と
全
員
に
よ
る
コ
ー
ル
を
行
い
ま
し

た
。 ３

番
目
の
弁
士
と
し
て
大
阪
平
和

委
員
会
の
青
年
学
生
部
の
山
本
訓
子

さ
ん
（
東
住
吉
平
和
委
員
会
所
属
）

が
、
以
下
の
よ
う
な
力
強
い
ス
ピ
ー

チ
を
行
い
、
大
き
な
拍
手
に
つ
つ
ま

れ
ま
し
た
。 

「
ア
メ
リ
カ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の

支
援
を
や
め
く
だ
さ
い
」
「
ア
メ
リ

カ
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
や
め
さ
せ
て

く
だ
さ
い
」
「
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ガ
ザ

へ
の
攻
撃
を
や
め
て
く
だ
さ
い
」

「
今
す
ぐ
停
戦
」
「
パ
レ
ス
チ
ナ
に

平
和
を
」
「
ガ
ザ
に
平
和
を
」 

山
本
さ
ん
の
他
に
も
大
阪
民
医
連
、

革
新
懇
、
大
教
組
、
こ
ど
も
の
権
利

N
G
O

の
４
団
体
の
代
表
も
力
強
い
ス

ピ
ー
チ
を
行
い
、
買
い
物
や
昼
食
で

通
り
が
か
っ
た
人
た
ち
に
も
聞
い
て

も
ら
う
抗
議
・
宣
伝
行
動
と
な
り
ま

し
た
。 

 

こ
の
行
動
で
は
、
橋
口
大
阪
原
水

協
事
務
局
長
が
司
会
を
務
め
ま
し
た
。 

 
 

       

   

ガ
ザ
に
平
和
が
訪
れ
る
ま
で
こ
の
行

動
は
続
き
ま
す
・
・
・
・
。 

 

   

２
月
１７
日
（
土
）
、
た
か
つ
ガ
ー

デ
ン
で
第
１４
回
天
王
寺
平
和
委
員
会

総
会
を
開
き
、
２
８
名
の
参
加
で
学

習
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。 

１
部
で
は
長
尾
ゆ
り
さ
ん
（
元
高

校
教
師
）
に
「
こ
ど
も
た
ち
の
未
来

に
平
和
を
」
に
つ
い
て
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
の
後
、
岡
原

美
保
さ
ん
に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
で

「
原
爆
許
す
ま
じ
」
「
ダ
ニ
ー
ボ
ー

イ
」
な
ど
を
演
奏
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。 休

憩
後
、
第
２
部
総
会
を
開
き
ま

し
た
。
議
長
に
西
来
孝
さ
ん
が
選
出

さ
れ
、
天
王
寺
平
和
代
表
の
大
江
憲

夫
さ
ん
が
情
勢
挨
拶
で
「
岸
田
政
権

の
戦
争
の
準
備
、
沖
縄
南
西
諸
島
の

基
地
強
化
・
軍
事
演
習
が
行
わ
れ
て

い
る
。
戦
争
反
対
で
声
を
あ
げ
て
い

こ
う
、
今
こ
そ
平
和
委
員
会
の
出
番
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
続
い
て
来
賓
の
大

阪
平
和
委
員
会
事
務
局
長
の
上
羽
治

雄
さ
ん
か
ら
「
今
ど
き
の
若
者
た

ち
」
、
八
尾
平
和
委
員
会
の
奥
村
正

憲
さ
ん
か
ら
「
天
王
寺
平
和
委
員
会

の
結
成
に
関
っ
た
状
況
と
八
尾
平
和

委
員
会
の
取
組
み
」
を
ス
ピ
ー
チ
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
次
に
事
務
局
長

の
吉
田
一
江
さ
ん
が
運
動
の
経
過
と

会
計
報
告
、
新
役
員
提
案
を
行
い
、

会
計
監
査
の
仲
田
さ
ん
が
欠
席
の
た

め
、
議
長
が
会
計
監
査
報
告
を
読
み

上
げ
質
疑
討
論
、
自
己
紹
介
全
員
発 

       

     

言
を
行
い
ま
し
た
。
郷
原
さ
ん
と
橋

本
さ
ん
が
「
ミ
モ
ザ
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ブ
ロ
ー
チ
」
作
成
し
販
売
、
天
王
寺

母
親
連
絡
会
か
ら
の
母
親
物
品
に
も

た
く
さ
ん
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
長
尾
さ
ん
の
お

話
は
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
心
に

ひ
び
き
ま
し
た
。
」
「
教
育
の
大
切

さ
、
長
尾
先
生
の
授
業
を
う
け
た
か

っ
た
な
あ
、
先
生
の
こ
ど
も
た
ち
は

幸
せ
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
」
等
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
「
お
話
を

聞
き
な
が
ら
想
像
し
て
、
な
み
だ
が

な
が
れ
ま
し
た
」
「
憲
法
を
知
り
、

い
か
す
行
動
が
で
き
た
ら
い
い
な
あ
。

自
民
党
な
ど
の
憲
法
違
反
の
議
員
に

よ
る
改
憲
は
許
せ
な
い
」
「
天
王
寺

区
の
真
田
山
陸
軍
墓
地
に
９
条
の
碑

を
建
て
る
運
動
し
た
い
」
「
日
本
国

憲
法
は
す
ば
ら
し
い
、
学
習
と
運
動

を
連
動
し
て
が
ん
ば
る
ぞ
」
な
ど
だ

さ
れ
、
戦
争
を
く
い
と
め
る
運
動
を

す
す
め
ま
し
ょ
う
。 

   

大
阪
安
保
破
棄
実
行
委
員
会
、
大

阪
平
和
委
員
会
、
大
阪
原
水
協
な
ど

の
呼
び
か
け
で
、
２
月
２７
日(

火)
午

前
９
時
か
ら
１０
時
ま
で
米
国
の
強
襲 

         揚
陸
艦
ア
メ
リ
カ(

母
港
は
佐
世
保)

の
大
阪
南
港
へ
の
入
港
に
反
対
す
る

緊
急
抗
議
行
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
初
の
連
絡
は
「
ア
メ
リ
カ
は
午

前
９
時
頃
入
港
し
、
３
月
２
日(

土)

午
後
１
時
ま
で
接
岸
予
定
」
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
港
湾
局
の
方
か
ら 

「
入
港
は
遅
れ
て
お
り
、
昼
頃
に
な

る
」
と
の
連
絡
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し 

た
。 こ

れ
を
受
け
大
阪
平
和
委
員
会
、

大
阪
安
保
な
ど
が
協
議
。
抗
議
行
動

を
昼
ま
で
続
け
る
の
は
無
理
と
判
断

し
、
午
前
１０
時
で
行
動
を
打
ち
切
る

こ
と
に
き
め
ま
し
た
。 

 
 

  

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
原
水
協
、

大
阪
労
連
、
大
阪
革
新
懇
な
ど
と
と

も
に
２
月
１６
日(

金)

午
後
５
時
か
ら

Ｊ
Ｒ
京
橋
駅
コ
ン
コ
ー
ス
で
「
パ
レ

ス
チ
ナ
に
平
和
を
」
と
呼
び
掛
け
る

行
動
を
３０
人
の
参
加
で
実
施
し
ま
し

た
。 こ

の
行
動
で
は
、
橋
口
大
阪
原
水

協
事
務
局
長
の
司
会
で
上
羽
治
雄
事 

務
局
長
や
た
つ
み
コ
ー
タ
ロ
ー
衆
院

近
畿
比
例
候
補
な
ど
が
マ
イ
ク
を
通

し
て
「
イ
ス
ラ
エ
ル
は
直
ち
に
パ
レ

ス
チ
ナ
へ
の
攻
撃
を
や
め
よ
」
な
ど 

         

と
訴
え
ま
し
た
。 

 

こ
の
行
動
で
は
何
人
か
の
高
校
生

が
飛
び
入
り
参
加
し
て
横
断
幕
を
も

っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

  

 

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
２
月
１５
日

(

木)

正
午
か
ら
１
時
前
ま
で
近
鉄
上

本
町
駅
前
で
沖
縄
連
帯
行
動
を
実
施

し
ま
し
た
。
天
王
寺
平
和
委
員
会
な

ど
か
ら
９
人
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。 

 

雨
天
な
ど
で
昨
年
末
と
１
月
は
実

施
で
き
な
か
っ
た
の
で
２
カ
月
ぶ
り

の
行
動
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
行
動
で
は
、
上
羽
事
務
局
長

と
う
た
ご
え
協
議
会
の
立
川
孝
信
さ

ん
が
、
マ
イ
ク
を
通
し
て
「
岸
田
政

権
は
２
０
１
９
年
の
県
民
投
票
で
は

『
新
米
軍
基
地
建
設
の
た
め
の
埋
め

立
て
』
に
総
投
票
数
の
７
割
超
が
反

対
票
を
投
じ
た
の
に
、
そ
の
民
意
を

尊
重
せ
ず
、
で
き
る
見
通
し
の
な
い

基
地
建
設
工
事
を
続
行
し
て
い
る
。

今
す
ぐ
埋
め
立
て
強
行
は
中
止

を
！
」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

こ
の
行
動
を
通
し
て
「
辺
野
古
新

基
地
建
設
工
事
の
中
止
と
普
天
間
基

地
の
無
条
件
撤
去
を
求
め
る
請
願
署

名
」
が
６
筆
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

天
王
寺
が
総
会
開
催 
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天
王
寺
が
総
会
開
催 

米
艦
入
港
へ
反
対
行
動 

 

 

 

 

パ
レ
ス
チ
ナ
に
平
和
を

２
カ
月
ぶ
り
沖
縄
連
帯

３
・
７
米
国
領
事
館
前
抗
議
行
動
実
施 



西
淀
川
で
戦
争
ア
カ
ン
デ
モ 

  

第
７４
回
戦
争
あ
か
ん
ド
ラ
ム
デ
モ 

２ 

月
１９
日
（
月
）
午
後
６
時
３０
分

よ
り
北
之
町
公
園
で
雨
の
中
で
実

施
。
歌
島
北
之
町
公
園
か
ら
塚
本
駅

へ
３
０
人
で
ア
ピ
ー
ル
。  

集
会
で
は
、
矢
野
正
之
西
淀
川
労

連
議
長
司
会
で
３
名
ス
ピ
ー
チ
。 

門
谷
充
男
実
行
委
員
長
は
「
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
も
２
年
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
攻
撃
も
４
カ
月
過

ぎ
、
死
者
も
ウ
ク
ラ
ナ
で
１
万
、
ガ

ザ
で
２
万
人
。
大
半
が
女
性
と
子
ど

も
た
ち
。
能
登
地
震
で
も
避
難
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
無
策
の
岸
田

政
権
は
、
支
持
率
最
低
で
も
改
憲
だ

と
。
大
阪
は
万
博
・
カ
ジ
ノ
！
戦
争

で
な
く
平
和
を
、
万
博
・
カ
ジ
ノ
で

な
く
能
登
被
災
地
支
援
を
！
と
声
を

上
げ
て
い
こ
う
」
と
。 

 

５
区
市
民
連
合
の
水
原
和
行
さ

ん
は
、
「
き
た
る
総
選
挙
で
は
市
民

連
合
は
全
野
党
を
応
援
し
て
い
く
。

５
区
で
は
宮
本
た
け
し
さ
ん
た
つ
み

コ
ー
タ
ロ
ー
さ
ん
に
議
席
を
取
っ
て

も
ら
い
た
い
。
市
民
連
合
で
は
、 

地
方
自
治
を
取
り
戻
そ
う
と 

３
月

１６
日
午
後
に
学
習
交
流
会
を
柏
花
セ

ン
タ
ー
で
計
画
し
て
い
る
の
で
ご
協

力
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
元
市
会
議
員
の
北
山

良
三
さ
ん
は
、
「
戦
争
だ
け
は
や
め

て
欲
し
い
！
が
国
民
の
圧
倒
的
な 

声
。
好
ん
で
戦
争
を
や
る
人
は
い
な

い
が
、
日
本
は
、
北
朝 

鮮
の
ミ
サ

イ
ル
発
射
や
台
湾
有
事
を
想
定
し
て

戦
争
で
き
る 

国
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
。
世
界
で
も
、
ガ
ザ
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
な
ど
怖
い
話
。
ロ
シ
ア
の
ナ
ワ

リ
ヌ
イ
氏
が
獄
死
、
追
悼
す
る
人
々

を
逮
捕
す
る
と
い
う
状
況
。
日
本
に

は
、
憲
法
９
条
が
あ
る
が
、
今
改
憲

勢
力
は
非
常
事
態
宣
言
す
れ
ば
国
民 

の
自
由
を
奪
っ
て
良
い
と
い
う
改
憲

を
す
す
め
よ
う
と
し
て 

い
る
。
雨

が
降
ろ
う
と
槍
が
降
ろ
う
と
頑
張
っ

て
い
こ
う
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し

た
。 

  

 

 

２
０
２
４
年
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー

が
２
月
２８
日(

水)

～
３
月
１
日(

金)

に
静
岡
市
内
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

２８
日
は
ビ
キ
ニ
水
爆
被
災
７０
年
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
２９
日
は
日
本
原
水
協

集
会
、
３
月
１
日
は
３
・
１
ビ
キ
ニ

デ
ー
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
に
は
大
阪

原
水
協
か
ら
上
羽
大
阪
平
和
委
員
会

事
務
局
長
含
め
２１
名
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

全
体
の
現
地
参
加
は
２８
日
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
会
場
参
加
２
百
名
、
２９

日
の
日
本
原
水
協
集
会
の
会
場
参
加

７
百
名
、
３
月
１
日
の
会
場
参
加
が

千
名
で
し
た
。
他
に
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。 

 

関
連
行
事
と
し
て
行
わ
れ
た
３
月

１
日
の
墓
参
行
進
に
は
大
阪
原
水
協

か
ら
も
多
数
参
加
し
、
久
保
山
さ
ん

の
お
墓
に
バ
ラ
を
献
花
し
ま
し
た
。 

 

 

     

        

 

【４月の行事案内】 

３日(水) 常任理事会 18:00  

４日(木) 沖縄行動（～６日）  

６日(土) 生野平和委員会春のつどい 13：30  

生野区民センター201 

７日(日) 憲法会議大学習会 14：00 エル大阪 

12日(金) パレスチナに平和を ZOOM 18:30   

15日(月) 沖縄連帯行動 12：00 上本町交差点 

21日(日) 東住吉憲法学習会 10：00 東住吉会館 

24日(水) 組織委員会 18：30  

24日(水) 組織委員会 16：00～ 

第三種郵便物認可   2347号      平 和 新 聞   ２０２４年３月 25日(月曜日） （2）  

 
 

３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
に
参
加 

 

パレスチナに平和を！西谷文和、パレスチナの今を 

 ３月急遽パレスチナ取材に入り、帰国後最初の報告会 

日時 ３月３１日(日) 午後１時３０分開会 終了４時４５分 

           ＊西晃会長が開会あいさつ 

会場 大阪府社会福祉会館５０１ホール 

   メトロ谷町６丁目下車 ４番出口南へ 

資料代 ５００円 

 

主催 大阪革新懇、大阪労連、大阪平和委員会 

 


